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1． サンプルインスタンス解説文書の目的及び記載概要 

サンプルインスタンス解説文書は、サンプルインスタンス（企業別タクソノミ及び報告

書インスタンスの例）の構成を明示することを目的とし、サンプルインスタンスで表現し

ている報告書の構成と企業別タクソノミによる拡張及び報告書インスタンスの設定項目を

示します。 

EDINET タクソノミの目的、利用方法、インスタンスの作り方などの詳細な情報は「勘定

科目の取扱いに関するガイドライン」、「企業別タクソノミ作成ガイドライン」、「報告書イ

ンスタンス作成ガイドライン」を参照して下さい。 
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2． サンプルインスタンスの構成 

サンプルインスタンスは 7 種類の企業別タクソノミ及び報告書インスタンスを用意して

います。企業別タクソノミ又は報告書インスタンス作成時、必要に応じて該当箇所を参照

して下さい。サンプルインスタンス及びタクソノミのファイル名は表 2-1 の通りです。 

表 2-1 物理ファイル一覧 

No サンプル名 ファイル名(上段：報告書インスタンス、下段：企業別タクソノミ) 

jpfr-asr-X99001-000-2008-03-31-01-2008-06-27.xbrl 1 X99001-000 

jpfr-asr-X99001-000-2008-03-31-01-2008-06-27.xsd 

jpfr-q1r-X99002-000-2008-06-30-01-2008-08-08.xbrl 2 

 

X99002-000 

jpfr-q1r-X99002-000-2008-06-30-01-2008-08-08.xsd 

jpfr-q2r-X99003-000-2008-09-30-01-2008-11-26.xbrl 3 

 

X99003-000 

jpfr-q2r-X99003-000-2008-09-30-01-2008-11-26.xsd 

jpfr-q3r-X99004-000-2008-12-31-01-2009-02-10.xbrl 4 

 

X99004-000 

jpfr-q3r-X99004-000-2008-12-31-01-2009-02-10.xsd 

jpfr-asr-X99005-000-2008-03-31-01-2008-06-27.xbrl 5 

 

X99005-000 

jpfr-asr-X99005-000-2008-03-31-01-2008-06-27.xsd 

jpfr-asr-X99005-001-2008-03-31-01-2008-06-27.xbrl 6 

 

X99005-001 

jpfr-asr-X99005-001-2008-03-31-01-2008-06-27.xsd 

jpfr-ssr-X99006-000-2008-09-30-02-2008-12-26.xbrl 7 

 

X99006-000 

jpfr-ssr-X99006-000-2008-09-30-02-2008-12-26.xsd 
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サンプルインスタンスの表現する報告書の構成は表 2-2 の通りです。 

表 2-2 報告書構成一覧 

No サンプル名 報告書 期 業種 業態 備考 

1 X99001-000 有価証券報告書 年度 一般商工業 連結 

リース事業

の語彙を利

用 

2 X99002-000 四半期報告書 第 1四半期 一般商工業 連結  

3 X99003-000 四半期報告書 第 2四半期
銀行・信託業(特定

取引勘定設置銀行)
連結  

4 X99004-000 四半期報告書 第 3四半期 建設業 
個別 

のみ 
 

5 X99005-000 有価証券報告書 年度 投資信託受益証券
個別 

のみ 

シリーズ 

ファンド等

※ 

6 X99005-001 有価証券報告書 年度 投資信託受益証券
個別 

のみ 

シリーズ 

ファンド等

※ 

7 X99006-000 
半期報告書 

(訂正報告書) 
半期 一般商工業 連結 

個別は 

鉄道事業 

※ 「～シリーズファンド」のように一つの開示書類において、複数の財務諸表を XBRL 形式で提

出する必要があるファンド等を意味します。 
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サンプルインスタンスで利用するタクソノミは表 2-3 の通りです。 

表 2-3 利用するタクソノミ 

No サンプル名

1 X99001-000 ○ ○ － － － － ○ － － － －

2 X99002-000 ○ － － － － － ○ － － － －

3 X99003-000 ○ － ○ － － － － ○ － － －

4 X99004-000 ○ － － ○ － － － － ○ － －

5 X99005-000 ○ － － － ○ － － － － ○ －

6 X99005-001 ○ － － － ○ － － － － ○ －

7 X99006-000 ○ － － － － ○ ○ － － － ○

鉄
道
事
業

一
般
商
工
業

鉄
道
事
業

一
般
商
工
業

投
資
信
託
受
益
証
券

銀
行
・
信
託
業
※
2

建
設
業

関係層
リ
ー
ス
事
業

銀
行
・
信
託
業

投
資
信
託
受
益
証
券

建
設
業

語彙層
利用するタクソノミ(業種)※1

 

※1文書情報タクソノミは全てのサンプルインスタンスが利用するため省略しています。 

※2銀行・信託業(特定取引勘定設置銀行)です。 
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サンプルインスタンスの企業別拡張とインスタンスの設定項目は表 2-4 の通りです。 

表 2-4 サンプルインスタンスの設定項目 

T-
A
0
0
1

T-
A
0
0
2

T-
A
0
0
3

T-
A
0
0
4

T-
A
0
0
5

T-
A
0
0
6

T-
A
0
0
7

T-
B
0
0
1

T-
B
0
0
2

T-
B
0
0
3

T-
B
0
0
4

T-
B
0
0
5

T-
B
0
0
6

T-
B
0
0
7

T-
C
0
0
1

T-
C
0
0
2

T-
C
0
0
3

I-
A
0
0
1

I-
A
0
0
2

I-
A
0
0
3

I-
B
0
0
1

I-
B
0
0
2

I-
B
0
0
3

I-
B
0
0
4

I-
B
0
0
5

I-
C
0
0
1

I-
C
0
0
2

未
収
リ
ー
ス
料
の
利
用
（
リ
ー
ス
業
語
彙
）

ポ
イ
ン
ト
引
当
金
の
利
用

給
料
及
び
手
当
の
利
用

修
繕
費
引
当
金
の
増
減
額
の
利
用

ポ
イ
ン
ト
引
当
金
の
利
用

別
途
積
立
金
の
利
用

別
途
積
立
金
と
関
連
す
る
B
群
勘
定
科
目
の
利
用

A
引
当
金
の
追
加

C
損
失
の
追
加

C
損
失
の
支
払
額
の
追
加

A
引
当
金
の
追
加

B
積
立
金
の
追
加

C
損
失
の
追
加

B
積
立
金
と
関
連
す
る
勘
定
科
目
の
追
加

有
価
証
券
、
受
取
手
形
及
び
売
掛
金
の
順
に
変
更

受
取
配
当
金
、
受
取
利
息
の
順
に
変
更

支
払
利
息
、
受
取
利
息
及
び
受
取
配
当
金
の
順
に
変
更

金
額
の
単
位
に
百
万
円
を
設
定

金
額
の
単
位
に
千
円
を
設
定

金
額
の
単
位
に
円
を
設
定

現
金
及
び
預
金
に
注
記
番
号
を
記
載

売
上
高
に
注
記
番
号
を
記
載

前
期
末
残
高
（
資
本
金
）
に
注
記
番
号
を
記
載

税
金
等
調
整
前
当
期
純
利
益
に
注
記
番
号
を
記
載

現
金
及
び
預
金
に
複
数
の
注
記
番
号
を
記
載

C
損
失
に
－

(

バ
ー

)

を
記
載

災
害
に
よ
る
損
失
に
マ
イ
ナ
ス
0
を
記
載

No サンプル名

1 X99001-000 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 X99002-000 － ○ － － － － － ○ － － － － － － ○ ○ ○ － ○ － － － － － － －

3 X99003-000 － ○ － － － － － － － － ○ － － － － － － ○ － － － － － － － － －

4 X99004-000 － － － － ○ － － － ○ － － － － － － － ○ － － － － － － － －

5 X99005-000 － － － － ○ － － － － － ○ － － － － － － － － ○ － － － － － － －

6 X99005-001 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

7 X99006-000 － ○ － － － － － － － － ○ － － － － － － ○ － － － － － － － － －

設定内容

財務諸表※1

項目ID

設定分類
B群勘定科目の利用※2 順序変更

インスタンスの設定
注記番号記載※3単位設定 その他

企業別拡張
勘定科目の追加

C
B
S

C
B
S

C
P
L

C
C
F

N
B
S

N
B
S

N
S
S

C
B
S

C
C
F

C
C
F

N
B
S

N
B
S

N
P
L

N
S
S

C
B
S

C
P
L

C
C
F

- - -
N
B
S

N
P
L

N
P
L

C
B
S

C
P
L

C
S
S

C
C
F

 

※1 財務諸表は記号で記載。C、N は各々連結、個別を意味します。BS、PL、CF、SS は各々貸借対照表、損益計算書、

株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書を意味します。（年度、四半期、中間の区別はありません。） 

※2 T-A001 は他業種の語彙を利用する場合、その他は同業種内の語彙を利用する場合の説明です。 

※3 I-B005 は複数の注記番号を記載する場合、その他は 1箇所のみ注記番号を記載する場合の説明です。 
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サンプルインスタンスに設定している文書情報の開示対象者情報は、表 2-5 の通りです。

なお、XBRL 文書情報は、添付を参照して下さい。 

表 2-5 開示対象者情報 

No サンプル名 開示対象者の名称 

（日本語） 

開示対象者の名称 

（英語） 

開示対象者の総称 

（日本語） 

1 X99001-000 A 株式会社 A corporation ― 

2 X99002-000 B 株式会社 B corporation ― 

3 X99003-000 C 株式会社 C corporation ― 

4 X99004-000 D 株式会社 D corporation ― 

5 X99005-000 E-000 ファンド ― E シリーズファンド 

6 X99005-001 E-001 ファンド ― E シリーズファンド 

7 X99006-000 F 株式会社 F corporation ― 
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3． サンプルインスタンス表示例 

サンプルインスタンス別に企業別タクソノミによる拡張及びインスタンスの設定項目の

表示例を示します。なお、表 2-4 の設定項目の該当箇所は吹き出しによって明示していま

す。 

3-1 有価証券報告書（X99001-000） 

3-1-1 連結貸借対照表（X99001-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 貸倒引当金（流動資産）を一括して控除する方法 

・ 減価償却累計額（有形固定資産）を科目別に控除する方法 

・ 貸倒引当金（投資その他の資産）を一括して控除する方法 

 

 

I-B001 

現金及び預金に

注記番号を設定 

I-A001 

金額の単位に百

万円を設定 
T-A001 

未収リース料の

利用（リース業

語彙） 
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T-A002 

ポイント引当金

の利用 
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3-1-2 連結損益計算書（X99001-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 販売費及び一般管理費を費目別に掲記する方法 

 

T-A003 

給与及び手当の

利用 I-B002 

売上高に注記番

号を設定  
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3-1-3 連結株主資本等変動計算書（X99001-000） 

 

 

 

 

 

I-B003 

前期末残高（資

本金）に注記番

号を設定  
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3-1-4 連結キャッシュ・フロー計算書（X99001-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 連結キャッシュ・フロー計算書 間接法 

・ 利息及び配当金の受取額並びに利息の支払額は営業活動、配当金の支払額は財務活動の

区分に記載する方法 間接法 

 

I-B004 

税金等調整前当

期純利益に注記

番号を設定 

T-B002 

C 損失の追加 

T-A004 

修繕引当金の増

減額(△は減少)

の利用 

T-B003 

C 損失支払額の

追加 
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3-1-5 貸借対照表（X99001-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 貸倒引当金（流動資産）を一括して控除する方法 

・ 減価償却累計額（有形固定資産）を科目別に控除する方法 

・ 貸倒引当金（投資その他の資産）を一括して控除する方法 

 

 

I-B005 

現金及び預金に

複数注記番号を

設定 
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T-B004 

A 引当金の追加 

T-B005 

B 積立金の追加 

T-A006 

別途積立金の 

利用 
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3-1-6 損益計算書（X99001-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 売上高を一括して掲記する方法 

・ 販売費及び一般管理費を費目別に掲記する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T-B006 

C 損失の追加 

I-C001 

C 損失に－(バ

ー)を設定 

I-C002 

災害による損失

に-0 を設定 
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3-1-7 株主資本等変動計算書（X99001-000） 

 

 

 

 

T-B007 

B 積立金と関連

する勘定科目の

追加 

T-A007 

別途積立金と関

連する B 群勘定

科目の利用 
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3-2 四半期報告書（X99002-000） 

3-2-1 四半期連結貸借対照表（X99002-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 貸倒引当金（流動資産）を一括して控除する方法 

・ 有形固定資産を科目別に掲記する方法 

・ 減価償却累計額（有形固定資産）を科目から直接控除する方法 

・ 投資その他の資産を科目別に掲記する方法 

・ 貸倒引当金（投資その他の資産）を一括して控除する方法 

T-C001 

表示順を有価証

券⇒受取手形及

び売掛金に変更 

I-A002 

金額の単位に千

円を設定 

T-B001 

A 引当金を追加 

T-A002 

ポイント引当金

を利用 
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3-2-2 四半期連結損益計算書（X99002-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 販売費及び一般管理費を費目別に掲記する方法 

 

T-C002 

表示順を受取配

当金⇒受取利息

に変更 
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3-2-3 四半期連結キャッシュ・フロー計算書（X99002-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 間接法 

・ 利息及び配当金の受取額並びに利息の支払額は営業活動、配当金の支払額は財務活動の

区分に記載する方法 間接法 

 

T-C003 

表示順を支払利

息⇒受取利息及

び受取配当金の

順に変更 
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3-3 四半期報告書（X99003-000） 

3-3-1 中間連結貸借対照表（X99003-000） 

 

 

T-A002 

ポイント引当金

の利用 

I-A001 

金額の単位に百

万円を設定 
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3-3-2 中間連結損益計算書（X99003-000） 
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3-3-3 中間連結株主資本等変動計算書（X99003-000） 
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3-3-4 中間連結キャッシュ・フロー計算書（X99003-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・中間連結キャッシュ・フロー計算書 間接法 
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3-3-5 中間貸借対照表（X99003-000） 

 

 

 

 

T-B004 

A 引当金を追加 
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3-3-6 中間損益計算書（X99003-000） 

 

 

 

3-3-7 中間株主資本等変動計算書（X99003-000） 
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3-4 四半期報告書（X99004-000） 

3-4-1 四半期貸借対照表（X99004-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 貸倒引当金（流動資産）を一括して控除する方法 

・ 有形固定資産を科目別に掲記する方法 

・ 減価償却累計額（有形固定資産）を科目から直接控除する方法 

・ 無形固定資産を科目別に掲記する方法 

・ 投資その他の資産を科目別に掲記する方法 

・ 貸倒引当金（投資その他の資産）を一括して控除する方法 

 

T-B004 

A 引当金を追加 

T-A005 

ポイント引当金

を利用 

I-A002 

金額の単位に千

円を設定 
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3-4-2 四半期損益計算書（累計期間)（X99004-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 売上高を一括して掲記する方法 

・ 販売費及び一般管理費を一括して掲記する方法 
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3-4-3 四半期損益計算書（会計期間)（X99004-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 売上高を一括して掲記する方法 

・ 販売費及び一般管理費を一括して掲記する方法 

 



- 33 - 

 

3-4-4 四半期キャッシュ・フロー計算書（X99004-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 四半期キャッシュ・フロー計算書 間接法 

・ 利息及び配当金の受取額並びに利息の支払額は営業活動、配当金の支払額は財務活動の

区分に記載する方法 間接法 
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3-5 有価証券報告書（X99005-000） 

3-5-1 貸借対照表（X99005-000） 

 

 

 

3-5-2 損益計算書（X99005-000） 

 

 

 

 

T-B004 

A 引当金を追加 

T-A005 

ポイント引当金

を利用 

I-A003 

金額の単位に円

を設定 
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3-6 有価証券報告書（X99005-001） 

3-6-1 貸借対照表（X99005-001） 

 

 

 

3-6-2 損益計算書（X99005-001） 

 

 

I-A003 

金額の単位に円

を設定 
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3-7 半期報告書（X99006-000） 

3-7-1 中間連結貸借対照表（X99006-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 貸倒引当金（流動資産）を一括して控除する方法 

・ 有形固定資産を科目別に掲記する方法 

・ 減価償却累計額（有形固定資産）を科目から直接控除する方法 

・ 投資その他の資産を科目別に掲記する方法 

・ 貸倒引当金（投資その他の資産）を一括して控除する方法 

 

 

 

T-A002 

ポイント引当金

の利用 

I-A001 

金額の単位に百

万円を設定 
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3-7-2 中間連結損益計算書（X99006-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 販売費及び一般管理費を一括して掲記する方法 
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3-7-3 中間連結株主資本等変動計算書（X99006-000） 
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3-7-4 中間連結キャッシュ・フロー計算書（X99006-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 中間連結キャッシュ・フロー計算書 間接法 

・ 利息及び配当金の受取額並びに利息の支払額は営業活動、配当金の支払額は財務活動の

区分に記載する方法 間接法 
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3-7-5 中間貸借対照表（X99006-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 貸倒引当金（流動資産）を一括して控除する方法 

・ 有形固定資産を科目別に掲記する方法 

・ 投資その他の資産を科目別に掲記する方法 

・ 貸倒引当金（投資その他の資産）を一括して控除する方法 
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T-B004 

A 引当金の追加 
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3-7-6 中間損益計算書（X99006-000） 

 

【パターン別リンクベースファイル】 

・ 営業収益及び営業費を一括して掲記する方法 

・ 営業外収益を一括して掲記する方法 

・ 営業外費用を一括して掲記する方法 

・ 特別利益を一括して掲記する方法 

・ 特別損失を一括して掲記する方法 
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3-7-7 中間株主資本等変動計算書（X99006-000） 
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